
O 昭和 62年

6月号

わ
た
し
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

今

、
私

が

着

て

い

る

ス

カ

ー

ト

も

あ
ば

あ

ち

や

ん

が

作

っ

て

＜

れ

た

も

の

で

す

。

お
ば

あ

ち

や

ん

に

は

、

あ

友

だ

ち

が

い

つ

ぱ

い

い

て
私

が

ス

カ

ー

ト
を

は

い

て

い

る

の

を

み

る

と

、

を

心

配

し

て

　

お

や

つ

に

は

、

い

ち

ご

や

、

バ

ナ

ナ

な

ど

の

＜

そ

ん

な

い

そ
づ

し

い
間

に

も

．

私

の

着

物

を

ぬ

っ

て

く

れ

る

今Rの主な記事
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広報ιチろ(2)

一
　

村
議
会
第
二
回
定
例
会
は
六
月

　

て
三
重
貢
村
長
ガ
公
約
の
大
要
を
　

理
解
と
協
力
が
出
要
―
。

」
と
、　
一

一
十
二
日
開
会
し
、
六
月
十
六
日
閉

　

述
べ

「
目
的
達
成
に
は
全
村
民
的

　

目
本体
的
な
振
興
施
策
の
展
開
に
つ

一

一
会
し
ま
し
た
が
、
開
会
に
当
た
っ
　

な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
議
員
各
位
の

　

い
て
、
意
欲
を
表
明
し
ま
し
た
。
　
一

村

の
未

来

へ
向

け

て

の
不

変

の

テ

　

　

は

、

最

も

重

要

で
あ

る

と

考

え
て

を

付

づ

く

り

の

た

め

、

積

極

的

に
　

　

　

し

か

し

、

そ

の
農

林

水

産

業

が

村
民
憲
章
の
精
神

を
む
ら
づ
く
り
に

生
か
す

了
□

林
業
の
活
性
化
を

漁
業
資
源
回
復
に
努
力

生
涯
教
育
体
制
の

確
立
と
教
育

環
境
の
整
備

若
者
定
住
と

地
域
活
性
化

高
齢
者
の

生
き
が
い
対
策



(3)広 報ι 夕ら

集造鰭デ席施裏を中心に開
騰

昭
和
六
十
二
年
度
市
浦
村

一
般

現
計
額
は
二
十

一
億
七
百
九
十
九

今
回
の
補
正
予
算
は
、
役
場
庁

舎
並
び
に
木
造
モ
デ
ル
施
設
の
建

と
し
て
は
、
総
務
費
の
う
ち
庁
舎

ル
木
造
施
設
建
設
事
業
費
に

一
億

覺
誕

葬

封

襲
詳

ｙ

苛

現

在

の
役

場

庁

合

は

、

合

併

協

定

書

に
基

づ

き

、

将

来

は
新

村

の

中

心

に
建

設

す

る

こ
と

を

前

提

に

、

昭

和

三

十

一
年

度

に
事

業

資

二

百

五

十

万

円

で

、

仮

庁

舎

と

し

て

建

そ

の
後

、

行

政

事

務

の
増

大

と

職

員

の
増

加

に

よ

り

事

務

室

が

狭

限

界

に
達

し

て

い
る

現

状

で
す

。

一
方

、

庁

合

に
隣

接

す

る
相

内

小

学

校

も

老

朽

校

合

の
認

定

を

受

け

、

建

設

が
急

が

れ

て

い
る

と

こ

ろ

か

ら

、

こ

の
建

設

計

画

と

の
関

連

等

も

考

え

、

事

務

能

率

の
向

上

案

で
あ

っ
た

庁

舎

建

設

を

実

施

す

る

た

め

、

そ

の
所

要

額

を

計

上

し

庁

合

の
構

造

に

つ

い
て

は

、

近

年

、

木

材

需

要

の
著

し

い
減

退

に

の
活

性

化

を

図

る

た

め

、

木

造

建

築

物

と

す

る

こ

と

に
し

ま

し

た

が

、

耐

火

構

造

と
違

っ
て
多

額

な

財

政

負

担

を

必

要

と

さ

れ

る

と

こ
ろ

か

の

モ

デ

ル
木

造

施

設

建

設

造

促

進

事

業

」

の
指

定

を

受

け

て
実

施

す

十
三
地
区
を
指
定

脳
卒
中
予
防
の

重
点
地
域

を

受

け

て

、

「
あ

ん

ぜ

ん

電

話

」

を

設

置

す

る

も

の

で

、

そ

の
所

要

額

と

し

て

五

十

万

円

計

上

し

ま

し

衛

生

費

に

つ

い
て

は

、

九

十

二

万

七

千

円

を

計

上

し

ま

し

た

が

、

十

二

地

区

の

脳

卒

中

患

者

の
発

生

率

が

千

人

当

た

り

四

十

五

・
六

ｒ

て

い
る

と

こ
ろ

か

ら

、

十

三

地

区

を

「
脳
卒

中

予

防

特

別

重

点

地

域

」

に
指

定

し

、

保

健

所

や

弘

前

大

学

建
設
事
業
費
の

一
億
五
千
三
百
万

山
村
地
域
資
源
高
度
活
用
促
進

モ
デ
ル
事
業
で
実
施
す
る

「
地
域

活
性
化
セ
ン
タ
ー
」
の
翌
年
度
実

施
予
定
の
事
業
費
の
う
ち
三
千
二

観
光
案
内
板を

設
置

上

し

ま

し

た

が

、

県

観

光

課

の
指

い
に
観

光

案

内

板

を

新

設

し

、

明

実

施

す

る

こ

と

に

し

、

そ

の
所

要

額

を

計

上

し

ま

し

た
。



に
２
ざ

歌
碑
を
建
立

＝轟麟絲動神”鷹．．〓」．．．一一



今年 10月 1日で1:500日 達成

あなたの
自覚だけが
たのみです みんなですすめよう交通安全

地
域
ぐ
る
み
で
事
故
防
止

安
協
市
浦
支
部
で
総
会

金

木

地

区

交

通

安

全

協

会

市

浦

常

総

会

は

、

六

月

′Ｌ
日
午

後

七

時

総

会

で

は

、

白

川

支

部

長

が

付

全

協

会

の
設

立

総

会

が

開

催

さ

れ

、

会

則

や

昭

和

六

十

二

年

度

の
事

業

が
、
上
部
機
関
と
の
整
合
性
を
保
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きながL

消防団の観閲式

防奨瑚練

し

、

村

民

に
″
天

災

を

忘

れ

ま

し

，

悪`夢の日、忘れまじ
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Ъ女子の非行防止 家庭での心の交流が
非行を防ぐ第一歩

と
も
に
揺
れ
動
＜
思
春
期
の
少
女

家
族
の
ふ
れ
あ
い

的

な

印

象

で
受

け

止

め

る

こ

と

が

多

く

、

″
女

″
と

し

て
自

分

を

受

け

入

れ

る

こ
と

に
対

し

て

心

が
揺

れ

動

い
て

い
る

の

で
す

。

こ

の
微

妙

な

心

の
揺

れ

を

静

め

る

た

め

に
も

、

家

庭

の
役

割

は

重

大

な

の

で
す

。

あ

い
や

お

互

い
を

思

い
や

る

心

の

交

流

が

十

分

で

な

い
と

、

少

女

で

あ

る

が

ゆ

え

の
不

安

定

な

気

持

ち

を

ほ
ぐ

し

た

り

、

学

校

や

友

達

関

係

の
緊

張

を

和

ら

げ

る

″
場

所

″
を

風
田

少

女

に

と

っ
て

″
居

心

地

″
の
よ

い
家

庭

と

は
―

―

ご

く

あ

た

り

前

の

こ

と

で
す

が

、

家

庭

が
家

庭

と

し

て
機

能

し

て

い
る

こ

と

で
す

。

大

人

は
気

づ

か
す

に
自

分

の
都

合

庭
観
を
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
家

庭
に
よ
い
印
象
を
持

っ
て
い
ま
せ

▽
家
族
が
み
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
で

一

体
感
が
な
い

▽
両
親
が
か
ま
っ
て
く
れ
な
い

▽
父
親
が
細
か
い
点
ま
で
口
を
出

▽
兄
弟
と
比
較
し
て
差
別
す
る

な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
家
庭

で
の
愛
に
飢
え
て
い
る
少
女
た
ち

は
、
盛
り
場
な
ど
で
出
会
う
、
み

１
子
供
と
大
人
の
感
覚
の
ズ
レ
に

注
意
を
　
子
供
と
大
人
で
は
物

事
を
判
断
す
る
と
き
の
尺
度
が

考
え
方
に
興
味
を
も
ち
、
子
供

家
庭
は
、
家
族
に
と
っ
て
心
の

よ
り
ど
こ
ろ
で
す
。
家
族
が
和
や

か
に
話
し
合
っ
た
り
、
く
つ
ろ
ぐ

こ
と
で
学
校
や
会
社
な
ど
で
受
け

た
精
神
的
緊
張
を
い
や
し
、
明
日

う
な
役
割
が
家
庭
に
は
あ
り
ま
す
。

思
春
期
の
お
子
さ
ん
、
と
く
に
女

の
子
の
い
る
家
庭
で
は
、
そ
の
役

割
が
な
お
さ
ら
重
要
に
な
っ
て
き

思
春
期
の
少
女
は
、
男
子
に
比

べ
心
身
共
に
不
安
定
で
す
。
自
分

の
体
が
″
女
″
へ
変
身
し
て
い
く
こ

と
を
わ
ず
ら
わ
し
く
思
っ
た
り
、

微
妙
な
心
の
揺
れ
を
静
め
る
た
め
に
は
家
庭
の
役
割
は
重
大
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
∃
ン
の
注

大
人
の
都
合
で

話
を
片
付
け
て
い
ま
せ
ん
か

２
子
供
の
立
場
に
な
っ
て
話
し
合

い
を
…
感
情
的
に

「
だ
め
′
」

「
い
け
ま
せ
ん
」
と
子
供
の
意

現
代
の
背
景
を
加
味
し
て
話
し

で
も
、
子
供
が
大
人
に
話
を
し

う
こ
と
は
、
子
供
と
の
コ
ミ
ュ

と
も
身
近
な
よ
い
機
会
で
す
。

面
倒
く
さ
が
ら
ず
に
、
相
談
に

緊
張
を
ほ
ぐ
す
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かな
η
‘
∵

旅

に
眠

っ
た
真
澄

前
号
で
寛
政
八
年
六
月
二
十

三
日
、
菅
江
真
澄
が
唐
川
城
址

宝

暦

四

（
一
七

五

四

）

年

、

現

在

の
愛

知

県

豊

橋

市

に
生

ま

れ

、

文

政

十

二

⌒
一
八

二

九

）

真

澄

と

称

し

た

と

い
わ

れ

ま

す

。

天

明

二

（
一
七

八

二

）

年

五

力
・脅
球
ん

本

草

学

、・
国

学

、・
民

俗

学

の

（
故

人

・
郷

土

史

家

）

が

所

蔵

し

て

い
て

、

生

前

拝

見

さ

せ

て

ば

ら

し

い
絵

に
惚

れ

ば

れ

し

た

延
文
の
板
碑

宿

し

、

翌

二

十

三

日
安

倍

安

東

延

文

な

ど

の

ふ

る

き

石

の
卒

塔

と

い
う

の

で
す

か

ら

、

現

在

の

蓮

花

庵

に
あ

る

板

碑

は
確

実

に

湯

の
湧

い
て

い
る

所

も

見

え

た

里

」

づ

く

り

に

は

、

温

泉

旅

館

が

必

要

で
す

が

、

こ

こ
ら

も

候

白
太
鼓
が
沼

で

は

と

私

は
気

を

つ
か

っ
て

い

春
品
内
か
ら
み
た
絵

>80く

み

の  ○



情
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(9)広 報ι,4

快 い汗 をかき

親 睦を深めよう

村民体育大会に参加を

□□□日□日□日
こんな時
手続きを忘れずに

「サマージヤンボ宝くじ」

(別称 市町村振興宝<じ )

の発 売

税の何 でも相談

葛
西
武
善
さ
ん
（相
内
）

二
女

沙
　
織
ち
ゃ
Ａ

四
歳
）

す
こ
や
か
日
記

珠
算
検
定
試
験

合
格
お
め
で
と
う

小
学
校
に
お
い
て
、
第
７６
回
全
国

商
工
会
珠
算
検
定
試
験
が
行
な
わ

名
、
合
格
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
二
級
　
田
子
暁
宏

（辻
分
珠

喜

（辻
分
珠
算
塾
）

岩
間
鈴
佳

⌒辻
分
珠
算
塾
）

珠
算
塾
）

珠
算
塾
）

成
田
恵
、
三
和
春
香

（辻
分
珠
算

▽
十
級
　
相
坂
静
代
⌒浦
田
塾
）

124-
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脳
卒

中

の
発

生

率

、

死

亡

率

を

み

た
場

合

、

地

区

別

に
大

き

な

格

差

が
あ

り

、

十

三

地

区

が

脳

卒

中

発

生

率

、

死

亡

率

と

も

に
高

く

、

こ

の
十

年

間

で

は

脳

卒

中

死

亡

数

十

世

帯

か

ら

一
日

分

を

買

い
上

げ

象

に
味

覚

調

査

。
身

体

状

況

調

査

は

、

役

場

職

員

や

五

所

川

原

保

健

所

、

弘

前

大

学

医

学

部

衛

生

学

教

室

の
協

力

で
実

施

し

ま

す

。

◆

調

査

期

間

は

、

六
月

二

十

九

日

疾
病
治
療
と
、
衛
生
指
導
及
び
近

小

寺

日
田

子

（
十

三

光

明

佐

藤

有

希

菜

（
相

内

）
嘉

津

之

秋

田

谷

香

理

（
相

内

）
蔵

　

雄

工

藤

美

和

子

（
相

内

）

剣

ｄ晰
．
ご
結
婚

金
蒔
綺螺
（新
胸
）

達

　

之

（
相

　

内

）

み

ど

り

（
宮

　

城

）

患

理

子

（
脇

　

一九
）

里

　

加

（
青

　

森

）

直

　

子

⌒
相

　

内

）

（
相

内

）

８２
歳

（脇
元
）
７６
歳

獣医ですよろしく
然

に
恵

ま

れ

た

地

域

で
す

と

紹

介

　

　

　

職

業

柄

、

必

然

的

に
自

然

の
中

い
ま

す

。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

脳
卒

中

、

高

血

圧

と

の
要

因

を

水

と

し

て

い
る

た

め

、

簡

易

水

道

　

　

用

水

の
改

善

、

高

血

圧

、

脳

卒

中

の
普

及

率

も

村

内

で

は
最

も

低

く

、　

　

予

防

対

策

に
必

要

な

基

礎

的

資

料

し

か

も

、

他

地

域

の
井

戸

水

に
比

　

　

を

得

る

こ

と

に

し

て

い
ま

す

。

較

し

て
塩

か

ら

い
と
も

い
わ

れ

て

　

　

　

村

で

は

、

調

査

の
実

施

要

領

を

き

ま

し

た
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

定

め

て

、

地

区

住

民

へ
の
説

明

会

こ

の

た

め

、

十

三

地

区

を

「
脳

　

　

を

開

き

、

協

力

し

て

い
た

だ

く

よ

卒

中

予

防

特

別

重

点

地

域

」

に
指

　

　

・つ
に
呼

び

か

け

て

い
ま

す

。

定

し

、

井

戸

水

及

び
食

生

活

の
調

　

　

　

調

査

は

、

十

三

地

区

全

世

帯

を

康

状

態

を

は

握

す

る

こ
と

に
し

ま

　

　

を

し

ま

す

が

、

栄

養

調

査

に

つ

い

当

地

は

、
「
安

東

の
里

」

、

展

望

堆

肥

の
価

値

が

見

直

さ

れ

て

い
る

予
防
に
優
る
治
療
は
な
い

中 城 道 男獣医師

r O④ OOO⑥O①④ 、
:  秋田谷龍吾 さん(相 内)  :

長女 絵梨花ちゃん
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